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〈研究ノート〉

旅遊扶貧(Pro-Poor Tourism)の英語文献と

中国語文献に関する計量分析
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はじめに

貧困削減の対策と言えば， ODA ( Offic ial Develo pment Ass istance) 及び， BOP ( Bωe o f  the 

Economic P yramid) ビジネスが最初に思い浮かぶだろう。 ODAは， 発展途上国の経済発展や福

祉の向上のために. 先進国の政府及び政府機関が行う技術的， 経済的な援助のことである。 BOP

ビジネスは， 民間企業と開発援助機闘が連携し 収益を確保しながら貧困層の生活向上させる活

動である。1990年代以来 観光活動の急速な拡大に伴い， 観光の経済効果について関心が集ま

っており， 研究も世界中で盛んに行われている。1999年 4 月にイギリ ス国際開発省( UK De­

part ment fo r Inte mat ional Develo pment， 以下 DFIDと略記) は初めて観光と貧困削減を直接的に

結びつけ， P ro -P oo r  Tourism ( 貧困削減のための観光， 以下PPTと略記) の概念を提起した。 そ

の後， 2001 年 に Caroline Ashley ， Dilys RoeとHarold Goodwin は， DFIDの資金支援で6 つの

PPT戦略ケースを研究し 地方レベルでの観光が生計安定と貧困削減に非常に 重要な役割を果

たしているという研究結果を報告した1)。 このように 観光は貧困削減の対策のーっとして，

徐々に注目されるように なった。 国連や先進国も， 観光が貧困地域の振興と貧困削減に果たす可

能性に着目し， 発展途上国での観光開発を積極的に推進した。

中国では， PPTのことは「旅遊扶貧2リと呼ばれている。1982 年， 貴州省 政府は上朗徳， 布依

石頭秦， 青量， 西江苗秦などの8箇所の少数民族村をはじめとして多くの少数民族モデル村の観

光開発を実施し， 都会住民に対して民族村への観光活動を呼びかけた。 その後， 貴州省 政府はこ

1) Caroline Ashley， Dilys Roe and Harold Goodwin (2001)“Pro可poor Tourism Strategies: Making Tourism 
Workfor the Poor" [ RJO DI， IIE D， and C R T  

2) r旅遊」は 観光， r扶貧」 は貧 困扶助. 貧 困削減 の意味で ある。 中 国では， r旅遊扶貧」 を Pro-Poor Tour­
isml Tourism poverty alleviation と 英訳され， r貧困削減 のた めの観光」と 和訳されている。 本研究では，
貧 困削減 の た めの観光， Pro-Poor Tourism (PP T)lPoverty alleviation Tourism， 旅遊扶貧を 同意語 として使
用する。 た だし. 中 国における 観光事業による 貧 困削減 の文脈では， r旅遊扶貧」を 用いる。
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の一連の活動を整理し. 199 1 年に全国旅遊局長会議で「旅遊扶貧」という概念を提起した3)。 旅

遊扶貧の内容は. DFIDの PPTの内容に非常に近く， 両方共に貧困層が観光を推進させ， 観光

から多くの発展の機会や実際の利益(経済的利益， 社会的利益， 文化的利益 ) を獲得することに

重心を置いている。1996年10月に. 国務院扶貧開発領導小組4)は， 旅遊扶貧工作会議を開催し，

旅遊扶貧が扶貧開発事業において重要であることを強調した。 中央政府の呼びかけに応じて， 各

地の地方政府は次々と各省で観光開発を行い， 旅遊扶貧活動が全国的に広がった。 国連世界観光

機関(百le W orld Tourism Organ i zat ion of the Un ited Nat ions. 以下UNWTOと略記) の評価によ

れば. 20日 年から201 4 年までの 4 年間に， 当年の貧困人口の10%に相当 する 1 000万人以上の

人々が観光を通じて貧困から解放された5)。 観光開発を通じて貧困が削減された経験を踏まえ，

2015年に中国国務院は扶貧目標と具体的な施策をまとめた「観光業の発展により貧困から脱却

させる!新農村を建設させる!J6)というスローガンを打ち出し 旅遊扶貧を正式に国家戦略と

して推進し始めた。

Carol ine Ashley ，  Dilys RoeとHar old Goodwin の報告から約20年経った今日， 先進諸国では，

PPTについての研究文献が既に数 多く発表されている。 中国でも， 旅遊扶貧に関する研究成果

が多方面において蓄積されている。 ところが， 中国特有ともいえる中央政府によって出資され，

固有企業によって開発， 運営される扶貧事業に関する研究が 研究対象を貧困層とせず， 政府主

導型の成功事例を集めているにすぎない7)。換言すれば， 中国政府の施策に関する研究を中国人

が中国圏内で発表する際， そのプラス効果を認めた上で， 政府が重要な役割を果たしている事を

強調するのは一般的に見られるパターンである。 その結果 旅遊扶貧に関する研究は一方的に政

策のプラス効果を噴されるだけになっている。 旅遊扶貧政策の立案はどのような問題が存在して

いるか。 実施する際に注意すべき点や 貧困脱却の実態 ， 所謂実際の政策効果はどうだろうか。

このような懸念点が見落とされる結果， 盲目的な政策展開が加速され， さらなる莫大な人的資源

と財的資源の浪費， および自然環境破壊につながる事が危倶される。 従って， 中国の旅遊扶貧に

関する研究へ新たな提起が必要になっている。

本研究の目的は. PPTに関する国際レベルの研究における研究焦点と研究動向を把握し， 中

国の研究との違いを明確化することによって， 中国における旅遊扶貧に関する研究の特徴と課題

を明らかにし 新たな研究を導くことである。

3)果務「貴州郷村旅遊発展 現 状分析及び対策研究一以典型村泰発展為例ーJ r貴州大学学報( 社会科学
版) .1 VoI.27(2). 2009年. 47頁を 参照。

4) 19 86年5月16日に設立され， 当時の名称 は「国務院( 中 国 の最高 国 家行政機関) 貧 困地 区 経済 開発領
導小組」で あった 。 機構職能 は. 貧 困地域の調査 研究， 経済 開発の計画， 開発建設における重要な問題
の調 和 と解決及び， 経験の交流や督促. 結果の総括 で ある。 1993年12月2 8日に「国務院扶貧開発領導
小組」と改称した 。

日 “UNWTO welcomes China's '"附ion to make tourism a tool to fight p聞が(2019出20楓覧h句: IImedia. 
unwto.org/press・rel鎚se/2015・07・29/unwto・welcomes-china-s・decision-make-tourism-tool-fight-poverty

6) r 中 国国務続弁公庁関子進一歩促進放遊投資和消費的若干意見』 国 発2015，62号を 参照。
7) 徐慶穎， 陶卓民， 李鴻. 陳潔， 李仙「 中 国旅遊扶貧研究評述J r南京師範大学学報( 自然科学版) .1

VoI.40(3). 2017年， 156頁を 参照。
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1. 基礎統計分析

本研究で研究対象の文献の出版期間を200 1年以降に 限定した理由は. 1999年に提示された

PPTの概念に基づいてケーススタデイが実施されたのが200 1年からであり. さらに， 中国での

「旅遊扶貧」に関する出版物に関しては. 200 1年以前のものが極めて少数であるからである。

中国語文献についは. I旅瀞扶貧」というトピックで. I中国知網(CNKI)S) J (以下CN阻と

略記)を用いて. CSSCI (Chinese Social S c iences Citation I ndex)ジャーナルを対象として検索

し. 3 18 編の文献を 収集した。英語文献については. IP ro-Poor tourismlpoverty al1 eviat ion ωur・

ism9} Jというト ピックで. W eb o f  Scienα(以下W OS と略記)を用いて. SSCI (Social Sciences 

C itation I ndex)を対象として検索し. 17 1編の文献を収集した。より一般的な「扶貧」とIPOV・

erty al1 ev iationJをト ピックとして同様の検索を行うと， それぞれ 4249篇と 1695篇の文献があ

ったので， 観光と貧困を結びつけるア プローチは， 貧困削減に関する研究の それぞれ7.4%と

10.0%を占めるにしか過ぎない。

図 1で示したように. I旅遊扶貧」に関する中国語文献の量は. 20 14 年まで変化はあまり大き

くなかったが. 20 15年以降に急激な上昇傾向を示した。前述のように. 20 15年は， 中央政府が

「旅遊扶貧」を国家戦略として推進し始めた年である。また2017 年から一層大きな伸ぴを示して

いる。 理由は. 2016年 8月に中国国家旅遊局は「郷村旅遊扶貧工程行動方案 JIO}を発布してお

り， このような中央政府の政策転換が， 旅遊扶貧に関する研究に影響を与えたと推定される。 こ

の研究の動向は， 中国圏内の研究が， 圏内情勢の変化や中央政府の政策転換に直接的に影響され

て展開する傾向にあることを示唆している。一方. IPPTJに関する英語文献に ついては. 200 1 

年から20 18年までの文献量は中国語文献より少なかったが 徐々に上昇していく傾向を示して

いると言える。ところが， 英語文献の量は少ないにも関わらず. IPPTJのI poverty al1 eviat ionJ 

に関する英語文献の比率は 「旅遊扶貧」の「扶貧」に関する中国語文献の比率 より大きい。従

って， 国際レベルの研究では IPPTJが貧困削減の手段として比較的重要なものと評価されて

いるのに対して， 中国圏内の研究では， 旅遊扶貧以外の貧困削減の手段に注目しており. I旅遊

扶貧」が貧困削減の手段としては相対的に部分的であることを示唆している。

8)中国知網: C NKI ( China National Knowledge Infras凶cture). 中国学術情報データペー スで ある。 中国 の
総合的な学術情報データ ベー スで， 学術雑誌， 重要 新聞， 博士 ・修士学位論文， 重要学術会議論文な ど
の各種データベー スを収録している。

9) r poverty alleviation tourism を 加え た 理由は. 欧米では . 誰でも rpoorJ 又は rthe poorJ と 呼ばれ た くな
い現象がある。 その た め. rPro-Poor TourismJ という言葉は差別的なニュアンスを 含んでいると 認識さ
れ. 使う頻度が年々低くなってい る傾向があ る。」朱遺産「旅遊扶貧 戦略 的演進与発展J r商業時代J
Volム2007年 . 10頁を 参照。

10) r貫徹実施 「 中国中央国務院関子打麗脱貧 攻堅戦的決定」 重要政策措施分工方案』 庁字(2016) 4号， 方
案は「農村貧困地域における旅遊扶貧 プロジェクトの重要な役割を 果 た させ る た め. 我々は協力し 農

村観光扶助プロジェクト行動 プランを 作成した 。 真撃に執行を 徹底してほしい。」と 強調した 。
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II. 研究主体と研究対象地域の分析
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wos文献についてみると. 2001 年から2018年までの期間， 観光の貧困削減効果について研

究が実施されたのは. 2 3か国に及ぶ。 表l で示したように. IPPTJに関する研究を最も多く輩

出したのはアメリカ ( 31篇) であり， 出版物の18.1%を占めている。第2 位と第 3位は南アフ

リカ (29篇)オースト ラリア (28篇) であり， それぞれ出版物の17. 0%と16. 4%を占めてい

る。 4位は中国 (20篇 ) で， 出版物の11.7%を占めている。

表2 は. PPT研究の研究対象となった地域の上位一覧 である。 研究対象とした地域は 41 の国

や地域に及ぶ。 最も多く研究された対象地域は南アフリ カ (15篇) であり， 出版物の8.8%を占

めている。 第2位は中国(9篇) であり， 出版物の 4.7%を占めている。

C限I文献について， 表 3 で示したように. I旅遊扶貧」に関する研究を最も多く行ったのは

西南民族大学 (1 4篇) で， 出版物の 4. 4%を占めている。2 位と 3位は雲南大学 (12篇)と四川

大学 (8篇) で， 出版物の 3.8%と2. 5%を占めている。 中国 では. I旅遊扶貧」に関する研究を

行なった大学や研究所は約270 に及ぶのに， これらの研究機闘が出版したのは中国研究機関全体

(2780 機関11) ) の 9.7%を占めるに過ぎない。

表 4 は「旅遊扶貧」に関する研究の対象地域の上位一覧 である。 雲南省 は， 対象地域として最

11) 中 国教育部 (文部省) の統計による。 201 8年末 のデータで ある。
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PP Tに関 する 研究の対象地域 ( T OP 10) 表2PP Tに関 する 研究を行 なった国 ( T OP 10) 表1

比率(171篇
の中)
8.8% 

5.3九

3.5覧

2.9施

1.8覧

1.8児

1.8児

1.2% 

1.2% 

1.2九

篇数

日
9

6

5

3

3

3

2

2

2

研究対象地域

南アフリカ
中国

タンザニア
ナミピア

ケニア
ネパール
フィジー
ボツワナ

コスタ・リカ
タイ

比率(171篇
の中)
18.1% 
17.0% 
16.4犯
11.7% 
10.5% 
7.0% 
6.4略
4.1弛
3.5弛
2.9弛

篇数

AMM
oo
nU
自E
nt

『r
eO
Ru

nd
内4
内正
内正

園

アメリカ
南アフリカ

オーストラリア
中国

イギリス
ニュージーランド

オランダ
スウェーデン

カナダ
ドイツ

出所: 収集した資料による筆者作成
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旅遊扶貧に関 する 研究の対象地域 ( T OP 10) 表4旅遊扶貧に関 する 研究を行 なった 中国機関表3
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西北師範大学 出所: 収集した資料による筆者作成2 

出所: 収集した資料による筆者作成

も多く研究され(2 3篇)， 第2位の 四川省(21篇)， 第 3位 の チベ ット(19篇)と貴州省(19

篇) が 続く。 雲南省 ， チベットと貴州省 は， 少数民族12)が多く 居住する 典型的な少数民族地域で

ある。 中国の少数民族8 省(区)13)の貧困人口規模 は相対的に大きく 貧困率14)も高い。ところ

が， 文献篇数の多い 四川省(21篇 ) は貧困率( 3 .1%) も そこまで高くなく， 典型的な少数民族

四川省 が国家連片特困 地地域でもない。 それにも関わらず， 多く研究が集中している 理由は，

12)雲 南 省では， 合計25 の少数民族があ り. 少数姻族人口は約1535万人， 総人口の約33.4%を占め てい
る。 貴州省では， 合計1 8 の少数民族があり， 少数民族人口は約1240万人 ， 総人口の約35.7 %を占め て

いる。 チベットでは， 合計3 の少数民族があり， 少数民族人口は約276万人 ， 総人口の約91. 8 %を占め
ている (2009年末)0 r中 国 2010年人口普査資料 J 中国国家統計局

13)少数民族 8 省 (区) は， 内モン ゴル自治区寧夏回族自治区. 新彊ウイグル自治区. チベット自治区
広西チワン 族自治区 の5 つの少数民族自治区 お よび， 少数民族集 中分布されている貴州省， 雲 南 省， 青
海省の3 つの省である。

14) 雲 南 省の貧困率は7 .5 %であ り， チベット自治区の貧 困率は7.9 %である。
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区15)の重要な構成部分1 6)であることと関係していると思われる。 このことは， やはり中国での研

究が政府の政策と強く関係していることを示唆している。

E影響力の分析

文献の影響力を判断する際に， 被引用回 数がよく使われる。 引用された回 数が多ければ多いほ

ど， その文献の影響力が強くて説得力が高いとみられている。

表5 WOS文献における被引用回数順リスト

トップ10位 文献名 著者名

Applying the e∞sys也m田M国S∞n国ptlo Daw，1im; Brown， Katrina; 

1 pover町alleviation: the need 10 disagg問ga也 Rosendo，Se唱io;
human well.being Pomeroy， Robert 

Enclave Iourism and i也socio・e∞nomic
2 j;;;���恒in the Oka四ngo Del也，Bo刷'ana

Mbaiwa，JE 

3 Pro.poor Iourism: a伺tique Harrison， David 

4
�
.
�
_
�開we 問sponsible 101 Lo個15唱也les of

volun抱erlourism
Sin， Hamg Luh 

Can communily-岡 田dlourism con制bu倍 加
Zapa也，Maria Jose; Hall， 

n communllv-Dasaa lIlunsm ロlnU1Duæ111 
C. Mi凶ael: Lindo 

5 development and pover暫alleviation?
_. ...._ . ��p

;�ci� : Le騎onsfrom Ni伺悶gua
Vanderschae日he，Mieke

6
丁目urism and po時吻陪duction:1由ues for Scheyvens， Regina; 
small lsland s也胎s Momsen， Janet H. 

71n也mational Iourism and clima旬仙ange
S∞，11， Daniel; Go蝿ling，
SIe白n; Hall， C. Michael 

A new approach 10 sus旬inable fDurism 
B development Moving beyond environmen也| Nelo， F 

pro旬ction

ωan的ing 伺usal mechanisms fD 
de恰rmine how pro也C也d areas a偽ct Ferraro， Paul J.; Hanauer， 

9
povarvhmugh changes in e∞sys也m MeriinM目

sarvi曲s and In骨as加ぬ』聞

10 Justi田Iourism and al恰mative globallsation Hlgglns-Desbiolles， Freya 

出所:収集した資料 による筆者作成

出版年
2018年までの
合計被引用回数

2011 204 

2∞5 133 

2008 125 

2010 111 

2011 99 

2∞8 93 

2012 83 

2003 82 

2014 79 

2008 77 

15)国家連片特困区は. 国務院が20日年に公布した『 中 国 農村扶貧開発綱要(2011・2020年)J で指定した

14の扶貧重点地区である。①六盤山区②秦巴山区③武陵山区④烏蒙山区⑤演斡桂石漠化区⑥演西地境山
区⑦大栄安険南麓山区@燕山一太行山区⑨昌梁山区⑩大別山区⑪�宵山区⑫西蔵山区⑬四省山区⑬南週
四地州

1 6)秦巴山区(16県)， 烏蒙山区(4県)
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表 5 は W OS 文献の被引用回数順 の上位リ ストである。 Daw， Tim ; Brown， Ka位ina; Rosendo， 

S erg io ;  P o meroy， Robert (2011 )， Applying the ecosystem services conceptωpoverty alleviation: the 

need ωdisaggregate human well-being は， 出版されてから2018年まで， 204 回 も他の文献に引用

され. 被引用回 数が最も多かった。 その次は， Mbaiwa， Æ (2005)， Enclave tourism and its socio­

economic impacts in the Okavango Delta， Botswana とHarrison， Dav id (2008)， Proちpoor tourism: a 

critique である。 被引用回 数は それぞれ1 3 3固と125回である。 但し， トップ10 の文献中に， 中

国や中国の特定地域を対象としている文献はなかった。

表6 はCN阻文献の被引用回 数の順 の上位リ ストである。 周歓紅(2002 ) r関注旅遊扶貧的核

心問題」 が首 位を占め. 出版されてから2018年までは 37 3 回 も引用され， 中国では最も影響力

の強い文献である。 その次は 郵小海;曾亮;羅明義(2015) r精準扶貧背景下旅遊扶貧精準識

別研究」 であり， 被引用回 数は264 回 である。 丁侠峰(2004 ) r圏内旅遊扶貧研究述評」 が 3 位

表6 CNKI文献における被引用回数順リス ト

トップ10位 文献名

1関注旅遊扶貧的核心問題

著者名
2018年までの

出版年 合計被引用回数

周畝紅 2002 373 

2精準扶貧背景下旅遊扶貧精準識別研究 卸小海;曾亮;歩明義 2015 264 

3圏内旅遊技貧研究述評 丁燥峰 2004 257 

4対我国“旅遊扶貧"的幾点思考 劉向明;楊智敏 2∞2 192 

5中国旅滋扶貧研究綜述 曾本祥 2006 173 

6�遊扶貧開発中存在的問題及対策 郭清霞 2003 167 

7雲南自慢遊扶貧的三種様式 胡錫茄 2003 144 

8郷村旅遊精準扶貧実現路径研究 陳秋華;紀金雄 2016 136 

李会琴，侯林春，絹樹
9圏外旅遊扶貧研究進展 旺;J R Brent 2015 136 

Ritchie; 

10圏外旅遊与消除貧困問題研究評述 張偉;強建春 2005 132 

出所: 収集した資料 による筆者作成
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を占め. 被引用回 数は257 回である。トップ10 の 文献は全て中国や中国の特定 地域を対象とし

た文献である。

JV. 研究焦点の分析

この節では， 最新の情報可視化分析ソフトウエアー Citespace l7}を用いて， 収集 文献の各筆者

が表示したキーワードに基づいて， キーワードの頻度( 合'e quenc y) と媒介中心性( bet weenness

cen 佐alit y) を計測し， 研究焦点聞の関係を分析する。国際レベルの研究と中国圏内の研究の違い

を明らかにし， 旅遊扶貧に関する研究の不足点やこれから注意すべき点を導き出す。

まず， 本研究に使用する概念と研究焦点可視化 図の読み方を説明する。キーワードは計量書誌

学 研究の重要指標であり 文献や記事などの核心 研究内容のまとめでもある。あるキーワード

がある分野で繰り返し出現する場合， これらのキーワードは当該分野における研究焦点であるこ

とを意味している。共起(Co ・occ 凹ence) とは. ある単語がある文献中に出現した際に， その文

献中に 別の限られた単語が頻繁に出現する現象である。共起する単語を線で結んだものが共起ネ

ットワークである。Ci 旬s pace の研究焦点可視化 図は， キーワードの共起ネットワークと理解し

でも良い。中心性は各ノード(結節点 ) がネットワーク中でどれだけ中心的位置にあるかを示す

量である。中心性指標の一つである媒介中心性18)は各ノードが他のノードの組み合わせを結ぶ最

短経路上に存在する割合である。媒介中心性の値が1 に近いほど， ネットワーク中でより重要な

位置を占めていることを意味している。Cites pace の分析では， 高頻度キーワード1 9)は中心的な

研究焦点を意味し， 頻度が高ければ高いほど. その研究焦点の重要度が高いということを意味し

ている20)。さらに， キーワードの媒介中心性の値が 0.1 より大きい場合は， そのキーワードが研

究焦点として認められ， 媒介中心性の値が大きければ大きいほど， その研究焦点が他の研究焦点

に与えるインパクトが大きいことを意味している21)。ところが， キーワードが現れた頻度と媒介

中心性は必ずしも相関している訳ではないため， より正確に研究焦点を識別するのに. キーワー

17) Chaomei Chen (2006) Ci，帥lfJace II: Detecti，珂'g and visualizing eme傾向'g t，問nds and transient pat，御ns in sci­
制作litera似陀" Joumal of the American Society for information Scien印刷 Technology， Vo1.57， Noム

pp.359-377 

ω媒…

の数. Nisi， はisと心 を結ぶ最短 経路の数である。
19) ジップの法則(Zipfs law)に基づき ， 高頻 度キ ー ワ ー ドの判断基準( f) を算 出 する。 公式:

f = 笠戸 F はキチドの数であ いげの法則と は 出 現頻度 k番目 に大き い 要素叫

に占め る割 合が1/kに比例 するといる 経験則デ アある。
20)林徳明， Chao叩ei Chen r 共被引網絡媒介 中心性的Zipf-Pareω分布 研究J r情報学報J VoI.30(1)， 2001 

年， 76- 82頁を参考。
2 1) 李恭， Chaomei Chen r Ci旬space:科技文本捻掘及可視化』 首都 経済貿易大学 出版社， 2016年， 89頁を

参照。
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ドの現れた頻度と媒介中心性を合わせて見なければならない。

Cites pace の研究焦点可視化 図では， キーワードを十字形のノードによって表示し， 現れた頻

度が高ければ高いほど， ノードの隣にあるキーワードの字体は大きくなる。 結び線の太さは共起

の回 数を表している。 線が太いほど共起の回数が多いことを意味している。 十字形のノードの大

きさは媒介中心性を表示している。 媒介中心性の値が大きければ大きいほど， ノードが大きくな

る。

Cites pace は， 171篇の wos文献から2 回 以上現れたキーワード(以下は相対的重要キーワー

ドと呼ぶ。)を77個ピックアップしたが， 318篇の CNKI文献から相対的重要キーワードは， 54 

個ピックアップした。 つまり， wos文献の場合， 相対的重要キーワードの出現率(相対的重要

キーワード/全収集文献数)は 0.45となる。換言すれば. 約2 編の文献から11聞の相対的重要

キーワードが析出することになる。 それに対して， CNKI文献の場合， 相対的重要キーワードの

出現率は 0.17 となり， 約6篇からl個が析出することになる。 wos文献の相対的重要キーワー

ドの出現率は CNKI文献より遥かに高い。 従って， 国際レベルの研究 は， 網羅される研究内容

の範囲が非常に広いことを示唆している。 他 方， 中国圏内の研究文献の量が多いにも関わらず，

同じ内容を研究している可能性が高いと見られる。 また， 相対的重要キーワードを分析対象とす

るに当 たっては， 検索する際に使われたトピックをキーワード分析対象から除く必要があるだけ

でなく. 分析で使われたキーワードは文献筆者が提出したものなので， 表現は異なるが意味は同

じキーワード22)が現れることが多い。 このため， 同意語のキーワードを整理する必要がある。

wos文献の場合， 77個の相対的重要キーワードから62個まで絞り込んだ。 つまり， 19.4%の

キーワードは言葉としての表現が異なるが 同じ意味のキーワードとして認識した。 それに対し

て， CN阻文献の場合， 54個の相対的重要キーワードから 36個までに絞られた。 つまり， 33. 3 

%のキーワードは， 言葉は異なるものの意味が重複していると認識した。 国際レベルの研究と比

べると， 中国圏内の研究は， 同じ意味を示しながらも， 異なる言葉を使う確率が高いといえる。

それは. 中国圏内では， 旅遊扶貧に関する専門語棄がまだ安定していないことが考えられる。

図2 と 図 3 は， Cites pa回で作った wos文献と CN阻文献の研究焦点可視化 図である。 共起

ネットワークの密度を比較すると 国際レベルの研究はキーワード( ノード)が多く(62個)， 

キーワードの聞に緊密な関連性(結び線が多くて太い)を持っている一方， 中国圏内の研究は，

キーワードが少なく( 36個)， ネットワークの構造も粗で(結び線が少なく細い)， 散乱(線で

結び付けていない)しているキーワードも多い。 さらに， 絞ったキーワードから， 高頻度キーワ

ードと媒介中心性の高いキーワードを抽出し， 重要な研究焦点を明らかにした。 ジップの法則

(Zi pfs law)を用いると， wos文献の62個のキーワードから7個の高頻度キーワード23)が識別

された。 ま た， 媒介中心性の値が 0.1 より大きいキーワードが9個であった。CNKI文献の 36

22)例:英語 (community司based tourism， community based tourism; village， rural ar，叫hamlet)， 中 国語 (多村
放滅緑色多村放滋;民族地区 少数民族地区 民族区域)

23)ここ では， F=62， fさ10.647 。 つまり， 11回以上現れたキーワードは高頻度キーワードである。
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図2 WOS文献における 研究焦点可視化図

出所:収集した資料による筆者作成

S偲I1Jg

出所:収集した資料に よ る筆者作成

個のキーワードから， 3個24)の高頻度キーワードを抽出した。媒介中心性の値が 0.1 より大きい

キーワードが8個であった。 図4 と図5で示したように， 国際レベルの研究は， i mpact ， m阻age­

ment ， conservation ， community ，  ecoto urismが重要な研究焦点であり， 共起ネットワークの重要な

中枢でもある。中国圏内の研究は. 精準扶貧. 民族 地域. グリーンツーリズムという 3 つのキー

24) ここでは， F=36， f � 8。 つまり， 8回以上現れ たキーワードは高頻度キーワードである。
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図4 WOS 文 献 における重要な研究焦点

顔鹿住11) 媒介中心性位0.1)

。on回rvation(18，o.26)

sustainable 
tourism(11，0.03) 

oommun捻y(24.0.27)

主主:キーワード(X. y). x=緩11. y=媒介中心佳
出所:収 集した資料による筆者作成

図5 CNKI 文 献における研究焦点

媒介中心性{却1.1)

対策(6.0.1)

deaモデル(4，0.29)

扶貧開発(5.0.16)

2主:キーワード(X. y). x=U. y=総合中心性
出所:収 集した資料による筆者作成

ワードとなっている。

economlc 
gro帆h(8，0.2)

鍋底(渇)

また， 重要研究要点可視化図を それぞれ作札 重要な研究焦点の聞にどのような関係を持って

いるかを検証した。 さらに， 国際レベルの研究を中国圏内の研究と比較し， どのような差がある

かを明らかにした。

図6で示したように， 十字形も字体も大きいトップ5のキーワードは c ommuni ty， i mpac t ，  man-
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図6
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図7 CNKI文献における重要な研究焦点可視化図

出所:収 集した資料 による筆者作成

VoL 59 No. 2 

馳..・Labeled: 15.CJ'K; 
-由唱:"ST

廻竺

糊

出所:収 集した資料による筆者作成

agem ent， conserv ati on， ecotourism である。 キーワードの聞の関係を見てみれば， 国際レベルの研

究では commu ni tyを研究課題 としている場合は， PPTの実行仕方( commu ni ty based touri sm ，  

ecoω凶 sm)， PPTの機能(im pact， m anagem ent)， PPTが 住民生活のあり方( liv eli hood) と連動

し， 研究されることが多いことが分かる。 同じように， conserv ati on を研究課題 としている場合

は， 住民生活のあり方( liv eli hood) と一緒 に研究する傾向がある。 Im pact を研究課題 としてい

る場合は ， 研究範囲( comm uni ty) を 前提し， PPTの効果( economic gr o wth) に及ぶ研究が 多

い。 Managem ent を研究課題 としている場合は. 研究範囲(∞mmu nity) ベースで ， 住民生活の

あり方( liv eli hood) について論述することが多い。 Ecotouri sm を研究課題 としている場合は， 研

究範囲( commu ni ty) を限定した上で研究されるのは一般的であることを意味している。 ところ

で， link ag e と tourism m anagem ent の二つのキーワードのみ媒介中心性研究焦点 として孤立した

状態で残 され ， 関連している他のキーワードが現れた頻度でも， 媒介中心性の値でも低いため ，

重要な研究点 として抽出されず， 結び線も一緒 に消えたからである。 再び 図2 を参考し， Link ­

age と関連しているのは China と Sou th A企icaであり， tourism m叩 agem ent と連関しているのは，

ethi cs と issu eであることが分かる。

中国圏内の研究は， 図7 で示したように ， 精準扶貧25) ， 民族 地域 ， グリーンツーリズム(多村

放遊)26)という 3 つのキーワードが十字形も字体も大きく， 最も重要な研究焦点 となっている。

精準扶貧 を研究課題している際に ， 対象地域(民族地域) を限定し， 旅遊扶貧 の実行仕方( グリ

ーンツーリズム， 扶貧開発) と， 影響が及ぶ可能性のある(生態系) と一緒 に研究するこ とが多

25) 精準扶貧は2013年11月に習近平総書記 が湖南省湘西を視察した際に提起した 扶貧に関 する概念で あ

る。 同時に全面的に小康社会の建設を完成 する為に. r 誰を扶助するか 」 対象. rどう 扶助するか 」 方

法. rどう認定するか 」 検証， r 誰か 扶 助するか 」 担い 手. rどう監督するか 」 監督の5 つの ポイントを

指摘した 。
26) 多村放読書:グリーンツーリズム . dea模型: DEAモデル . 生恋:生態系， 扶貧汗友:扶貧開 発， 民族地

区:民族地域
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い。 その他， グリーンツーリズムを研究課題としている際に， DE Aモ デル27)という研究方法が

よく使われている。 民族 地域を研究課題とした場合， 対策を論述することが多い。 図6 と比べる

と. 研究焦点の聞の関係性が比較的シンプルで， 孤立されている研究焦点もなく， 全て関連して

いる。 精準扶貧が全体の中心的な役割を果たしていると見られている。

v. 結論と考察

本研究は書誌学 計量分析の研究法を使い， PPTに関する先行研究を量的に分析し 国際レベ

ルの研究と中国国内の研究を比較し， それぞれの特徴を明確にした。 さらに， 中国における旅遊

扶貧に関するの研究の不足点や 注意すべき点を明らかにした。

中国において， 中央政府は旅遊扶貧政策の立案者でもあり， 実行者でもある。 同時に. 観光業

や その他の産業聞のコーディネーターとしても働いている。 旅遊扶貧に関する研究は， 政府が旅

遊扶貧において多方面的重要な役割を果たしていることを共通認識していると言える。 なお. 中

国圏内で発表された文献の量は多いにも関わらず， 旅遊扶貧の効果を研究対象としている文献は

比較的少ない。 多くの文献は 旅遊扶貧活動の実行方法や， 対策に重点を置いている。 一方， 国際

レベルの研究では， PPTの実行方法は勿論， 実行した後の効果も研究 対象としている。 包括的

な経済環境を論じる場合でも 住民の生計にどの程度の影響を与えているかを検証するのは一般

的な研究法であるとみられる。 特にコミュニティと P PTの関係が多く研究されていることは，

コミュニテイの参加は PPTにおいて有効な発展方法であると認識されていることを示唆してい

る。 その反面， 中国の研究では， 経済効果に振られず， 住民生計にも及ばなかった。 コミュニテ

イの参加28)はキーワードとして析出されている( 図 3で示したように) が， 重視されておらず，

重要な研究焦点になっていなかった。 さらに， 研究対象 地域が少数民族 地域2 9)に偏重し， 他の地

域の貧困現象を見落とした恐れがある。

以上の分析結呆によって， これからの中国における旅遊扶貧に関する研究は， 研究対象 地域に

ついて， 少数民族地域を対象とするのは勿論重要であるが， 政府の志向を超え， 研究する必要が

ある 地域， 例え観光資源を持つ非少数民族貧困地域も研究対象 地域にすべきである。 研究対象に

ついて， 貧困層をターゲットにする必要がある。 さらに， 旅遊扶貧に通じて， コミュニテイに経

済， 環境， 文化などの側面に与えた影響をリサーチした上に. 実証分析法を使い， ミクロ レベル

で， どのような観光の形態 が貧困層に利益を与えられるか， どのような利益， どれだけの利益を

与えられるかを研究焦点に置き， 旅遊扶貧政策に存在している問題を明確にさせ. その解決案を

探し出し， より価値のある研究をすべきである。

27) DEA ( Da包Envelopment Analysis) 包絡分析法と は， 複数の企業体の 相対的な効率性を測定する方法で
あ る 。

28) コミュニティの参加:社区参与

29) 研究焦点可視化図の中の 「武陵山片区Jも大規模の少数民族が在住して いる 地域で あ る 。
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